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施工上の注意事項 施 3

施 16APフェイシアタイプZ

APフェイシアタイプA

施 12破風・鼻隠し（軽量タイプ）

施 13フリー破風エンド

施 14

施 15

破風・破風エンド

施 7幕板（金具施工）

施 8幕板（釘施工）

施 9玄関柱カバー

施 4モール（トリムス）

施 11バルコニースリット

施 5モール（ティンバー）

施工資料
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施工上の注意事項
窯業系建材　クランセリート

！ 施工前に必ずお読み下さい。

取扱い注意 われものにつき要注意

●横にして持たない

●両端だけで持ち上げない

●片側から持ち上げない

●振動させない

●釣り竿のように持ちあげない

・切断加工は電動丸鋸（ダイヤモンドチップソ－）を使用して下さい。
・切断後の小口面にカット粉が付着していない事を確認してから
補修シ－ラ－を塗布して下さい。
・切断時には保護メガネ、防塵マスクなどの保護具を着用して下さい。

・施工中についた細かい傷などは、パテ（別売品）にて基材表面が
盛り上がるようにパテを充填して下さい。パテ硬化後に、サンドペ－
パ－でパテを研磨し、原形に修復して下さい。
・タッチアップをする際は、下地のよごれを良く拭き取り専用補修塗料
（別売品）の容器をよく振って、直接タッチアップして下さい。

以下の行為は破損につながる恐れがあります禁止事項

《割れ、カケ補修方法》

現場カットの際の注意事項

・積雪地域で幕板やモールを施工する場合は、必ず上部に水切
（現場調達）を施工して下さい。
・積雪地域の詳細につきましては、営業窓口までお問い合わせ下さい。

積雪地域での幕板施工について

※パテ補修する際は、以下の事に注意をして行ってください。
（１）ねじ頭が製品表面より潜り込んでいることを確認しねじ周辺

に付着しているゴミ、ほこり等を除去して下さい。
（２）パテは広げず補修部分に十分充填させ、表面より０．５ｍｍ程

度盛り上げて下さい。
（３）パテが完全に硬化（目安夏場：６時間冬場：２４時間）してから

パテ部分と製品表面が平らになるようにサンドペーパー（＃４００
程度）で削って下さい。

（４）削り粉を濡れた布等で拭き取って下さい。ひび割れ、へこみが
ある場合は（２）からやり直して下さい。

パテ補修の注意事項

※製品本体をタッチアップする際は、以下の事に注意をして行っ
て下さい。
（１）タッチアップ前に専用補修塗料を良く撹拌してから使用して

下さい。タッチアップをする際は、下地の汚れや水分を良く拭
き取って下さい。

（２）タッチアップは薄めに何度か塗り重ね、必要最小限の塗布範
囲として下さい。塗布範囲が大きすぎると色むらや艶違いの
原因になります。

（３）雨天時、降雪時、外気温度５℃以下の場合、タッチアップは
使用しないで下さい。

（４）シーリング材を補修塗料の代わりに使用すると白化する場合
があるので使用しないで下さい。

タッチアップ補修の注意事項

●縦にして持つ

●１人の時は、手と手の間を広げて持つ



窯業系建材　クランセリート　外壁・窓装飾

モール（トリムス）

14 製品の割れ・カケ補修方法

・割れ・カケ部分は、必ず補修を行って下さい。

11 取付金具の割り付け

１.金具の割り付け
・金具を端部から２００ｍｍ程度離し、左図の様に均等に割り付け、ねじで固定します。
・下端にスターター金具を取り付けます。

2.接着剤の塗布
・全ての金具を取り付け後、下図の様に接着剤を金具に塗布します。
※接着剤は金具のキャッチ部より、はみ出るように塗布して下さい。

13 本体の取り付け

ねじ留め推奨位置

・上図のように本体を矢印の方向に押し込み固定します。
・金具のある部分にねじを打ち込み本体を固定します。

12 エンドキャップの取り付け

・縦モ－ルの下端にエンドキャップを接着剤にて固定します。
・エンドキャップをテ－プ（紙）等で固定します。
※接着剤が硬化するまでテープ（紙）は、剥がさないで下さい。
（接着剤の硬化時間目安２４時間）

　 注意事項

１つの取付金具に両側からねじを
打つと竪トリムが割れる場合があり
ます。必ず片側のみ、ねじ打ちして
下さい。

施4
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※端部より35㎜程度の位置に
　ねじ8本で固定

コーススレッドSUS φ5.3×120（付属品：8本）
（下穴推奨サイズ φ5.5）

SCZ-80（別売）
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0以
下
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0以
下
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下
15
0～
30
0

15
0～
30
0

35㎜程度 35㎜程度

※接着剤及びねじφ3×25
　（下穴φ2.5）で固定

EC-MK1227D（別売）

金具施工の場合

ねじ留め施工の場合（例：MK1227）

！はじめに施工上の注意事項を必ずお読み下さい。  施3ページ

※補修方法は、施3ページを参照

１０
００
以
下

１０
００
以
下

１０
００
以
下

２０
０

２０
０

25
マー
キン
グラ
イン

金具
のセ
ンタ
ー

製品上端

製品下端
スターター金具

固定用ねじ

接着剤

エンドキャップ
固定用ねじ





11 取付金具の割り付け

・ボーダー取付設定高さ（天面）より１４ｍｍ下がった位置にマーキングします。
・取付金具をマーキングラインに合わせて、１０１０ｍｍ以下のピッチで割り
付けて下さい。同梱の取付金具用ねじを使用して取り付けて下さい。
・ジョイント部は、取付金具がまたがるように割り付けます。

13 出入隅役物取り付け

・出入隅役物を最初に取り付けて下さい。製品を上から下に落とし込む
ように取り付けて下さい。

14 長尺品取り付け

・出入隅役物を取付た後、長尺品（３０３０㎜）を取り付けます。
※取付方法は出入隅役物と同様に上から落とし込むように取り付けて
下さい。

15 ジョイント部の納め方

・ジョイント部は、バックアップ材を貼り３ｍｍ程度の目地を取って下さい。

16 エンド部の納まり

・エンド部には、専用部品が有ります。
・エンド役物を施工後、長尺品を施工して下さい。
エンド役物の施工方法は、
出隅役物と同様です。

17 製品の割れ・カケ補修方法

・割れ・カケ部分は、必ず補修を行って下さい。

12 取付金具への接着剤塗布

・接着剤は、図の様に溝部から上に、はみ出るまで塗布して下さい。

　 注意事項

・接着剤は、必ず指定されたものをご使用下さい。
・金具の溝部に十分接着剤を塗布しないとガタツキや外れの原因となりますので注意して下さい。

溝部

溝部

接着剤
（同梱品）

(105)

マーキン
グライン

取付金
具

取付金
具用ね

じ

(30)

(75)
(1010

以下)
(1010

以下)
(1010

以下)
(1010

以下)

長尺品

出隅

バックアップ材
（同梱品）

接着剤
（同梱品）

3mm

バックアップ材 ジョイント部はシーリング不要
（同梱品）

※補修方法は、施3ページを参照

エンド役物

長尺品

！はじめに施工上の注意事項を必ずお読み下さい。  施3ページ
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11 取付金具の割り付け

・壁面のマーキングラインに沿って取付金具を１０１０㎜以下のピッチで同梱
の取付金具用ねじを使用して取り付けて下さい。
・ジョイント部は、取付金具がまたがる様に割り付けます。

13 出入隅役物取り付け

・出入隅役物を最初に取り付けて下さい。取り付け方法は、製品を上から下
に落とし込むように取り付けて下さい。

14 長尺品取り付け

出入隅役物を取り付た後、長尺品（３０３０㎜）を取り付けます。
※取付方法は出入隅役物と同様に上から落とし込むように取り付けて下さい。
・化粧幕板の取付後、本体上部にシーリングを行って下さい。

15 ジョイント部の納まり

・ジョイント部には、バックアップ材（同梱品）を貼りシーリング目地を８～１０㎜
確保出来るようにして下さい。

16 シーリング（別売品）

・シーリングを行う前には必ずマスキングテ－プを貼って下さい。
・シーリングを充填する前には必ずプライマー処理を行って下さい。
・シーリングを充填する際には、ノズルを目地幅に合わせ、気泡、打残し、隙間
などが出ないようにし、目地の隅 ま々で充填して仕上げて下さい。

17 エンド部の納まり

・エンド部には、専用部品が有ります。
・エンド役物を施工後、長尺品を施工して下さい。
エンド役物の施工方法は、
出隅役物と同様です。

18 製品の割れ・カケ補修方法

・割れ・カケ部分は、必ず補修を行ってください。

12 取付金具への接着剤塗布

・接着剤は図の様に溝から上にはみ出す所まで塗布して下さい。

(25)

(73)
(1010

以下)
(1010

以下)
(1010

以下)
(1010

以下)

(98)

マーキン
グライン

取付金
具

取付金
具用ね

じ

接着剤
（同梱品）

溝部

溝部

　 注意事項

・接着剤は、必ず指定されたものをご使用下さい。
・金具の溝部に十分接着剤を塗布しないとガタツキや外れの原因となりますので注意して下さい。

　 注意事項

・プライマー処理を行わずにシーリング施工を行うと剥離の汚れ等、不具合の原因となります。
・シーリングでの釘頭の補修等は、絶対に行わないで下さい。

接着剤

（同梱品）

（別売品）
シーリング （同梱品）

（別売品）
シーリング

長尺品

出隅 バックアップ材 （同梱品）
バックアップ材

8～10mm

シーリング目地

（別売品）
シーリング

マスキングテープ

！はじめに施工上の注意事項を必ずお読み下さい。  施3ページ

※補修方法は、施3ページを参照

幕板（金具施工）
窯業系建材　クランセリート　外壁・窓装飾
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エンド役物

長尺品



・釘打ちをする際には必ず下穴（釘ねじ径に対し0～＋φ0.3㎜）を開けてから、施工して下さい。
・基材を直接叩かないように注意して下さい。

・釘打ちをする際には必ず下穴（釘ねじ径に対し0～＋φ0.3㎜）を
開けてから、付属品の釘で施工して下さい。







・シーリングでの釘頭の補修等は、絶対に行わないでください。汚れ
等、不具合の原因となります。



・釘打ちをする際には必ず下穴（釘ねじ径に対し0～＋φ0.3㎜）を
開けてから、施工して下さい。





・釘打ちをする際には必ず下穴（釘ねじ径に対し0～＋φ0.3㎜）を開けてから、施工して下さい。
・基材を直接叩かないように注意して下さい。

・釘打ちをする際には必ず下穴（釘ねじ径に対し0～＋φ0.3㎜）を
開けてから、付属品の釘で施工して下さい。














